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広島大学技術センターでは，2004（平成 16）年の設立当初より，所属する職員の活動（業務およびその成果

など）を学内外に広報する目的で，毎年「技術センター報告集」を発行しており，本号をもってちょうど「第 10 号」

の節目を迎えました． 

そこで，当センター報告集のこれまでの発行のあゆみについて，簡単に紹介させて頂きます． 

 

過去に発行された報告集の各号における表紙の一覧を次頁の図に示していますが，報告集編集にあたって

は，表紙のデザインの他，編集体制などの変化も含めてこれまで幾度かの変遷がありました． 

「第 1 号」から「第 7 号」までの各報告集では毎年「報告集編集委員会」が組織され，委員長・副委員長も含め

編集委員が 1 年ごとに交代する形で当センター各部門の職員の中から選出されて，原稿の校正をはじめとする

編集作業を行っていました．この編集作業は日常業務の合間に進める必要がある上に，効率的に作業を進める

ためにはそれなりの工夫が求められます．そのような経緯もあって，「第 8 号」以降は現在まで，「第 6 号」の委員

長であった私と「第 7 号」の畠山照彦委員長でそれぞれ委員長と副委員長を務めることになり，さらに，その他の

委員が各部門より 1 名ずつ選出され，編集組織も柔軟な対応が可能な「報告集編集 WG」になりました． 

 

報告集の掲載項目については，各年度の編集委員会（→WG）での協議により決定してきましたが，毎年開催

される当センターの研修会報告は，主要項目として報告集に毎年掲載しています．この研修会報告では，基調

講演でご講演頂いた先生の了承の下にその講演資料を収録させて頂くと同時に，当センター職員による技術

発表（口頭発表など）の内容を「原稿」として作成し，提供してもらっています．その他，学外研修報告（資格取得

関連報告も含む）や学内講習会等報告，原著・学会発表リストなどを毎年掲載しており，当センター職員の活動

について幅広く広報しております． 

また，過去の報告集では，当センター職員により自主的に投稿された技術報告や特集記事なども掲載されて

いました．職員自身の業務の様子やその成果などを情報発信し，広く理解して頂くためにも，これらの項目への
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図. 過去に発行された広島大学技術センター報告集の表紙一覧 
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